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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 私たちの目指すものは、お子様の安心できる場所づくりであり、お子様の「できる」を伸ばすことであり、その中で楽しみを一緒にみつけることです。

事業所名 児童デイサービスファミリエ（放課後デイ） 作成日支援プログラム 2024年4月1日

・視覚、聴覚、触覚等を重視した感覚遊びを通じて、必要な情報を体感することで認知機能の発達を促していく
・集団で過ごすという環境から情報を取得し行動に繋がるように支援する

・一人ひとりにあったコミュニケーション方法(実物・写真やイラストカード、ジェスチャー・文字盤等)を通じて環境の理解と意思の伝達が出来るように支援する
・他者との関わりを通じて他者理解を促す中で、コミュニケーション能力の向上を支援する

・他者との関わりを通じて、信頼関係を築いていく中で周りの人と安定した関係性を形成できるように支援する
・集団の中での関わりを通じて、集団参加するための手順やルールを学び理解する中で社会性が身に付くように支援する

支援方針
・他者とのコミュニケーションを通じて楽しく活動に参加し、社会性の獲得を目指します
・自分の気持ちを相手に伝えることや出来たことの喜び等を共有する中で、自己表現力が拡がるように支援します

営業時間 送迎実施の有無９時から１８時まで

主な行事等 音楽療法・アロマ・感覚遊び・ダンス・体操・あつまりの会、制作活動、外出、クッキング、機能訓練、季節の行事（夏祭り・ハロウィン・クリスマスなど）

（別添資料１）

家族支援
本人中心支援会議や懇談を通して、ご家族様の意向を確認すると共に、個別で
相談等があった場合はご家族のやり取りしやすい方法(電話、SNS、送迎等)で話
をするなど迅速に対応している

移行支援
地域と連携して、事業所以外での活動を知り様々な活動に合わせた支援を
行う

地域支援・地域連携
本人中心支援会議において、利用できる福祉サービスとの連携を図る
また地域で行われるイベントに参加している

職員の質の向上
社内、社外の研修に参加したり、地域の施設見学を通して自分達の支援方
法を振り返ったり、新しい知識の取得とスキルの向上を図る

支　援　内　容

・ご家族様と関係機関との連携を図り、体調の変化などの情報共有を行い健康状態に合わせた対応をする
・食事、トイレ等の習慣をご家族と支援方法を確認しながら取り組む中で、技能の獲得を目指して支援する

・必要に応じて介助する自力歩行、車椅子、ずりばい等、一人ひとりに合わせた移動能力の向上を目指して移動支援を行う
・様々な感覚遊びの活動を経験する中で視覚、聴覚、触覚の感覚を十分に体感できるように支援する

本
人
支
援
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